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「第 66 回全国学校薬剤師大会」及び「第 66 回全国学校保健・安全研究大会」が、10 月 27 日・

28 日北海道札幌市において開催されました。 

「第 66 回全国学校保健・安全研究大会」は、学校保健・学校安全に取り組む校内の組織体制を

整備するとともに、学校・家庭・地域が一体となり、確かな学力・豊かな心・健やかな体の調和

を重視する「生きる力」を育む教育の推進を目的に、「生涯を通じて、心豊かにたくましく生きる

力を育む健康教育の推進 ―生涯にわたり、自ら心身の健康を育み、安全を確保できる子供の育

成―」を主題に開催されました。 

まず表彰式では、本県からいすみ市立太東小学校の学校薬剤師で当会常任委員でもある土橋ふ

みよ先生が文部科学大臣表彰を受賞されました。土橋先生、誠におめでとうございます。 

開会式・表彰式の後、記念講演会が行われました。「子供たちの学校生活を護るための校内連携

と他職種連携」～発達障害、被虐待経験を持つ子供たちを中心に～という演題にてこころとそだ

ちのクリニックむすびめ 院長の田中康雄先生による講演がありました。 

先生は児童精神科医の立場から、子供たちが抱えている課題、特に発達障害や被虐待児症候群

について、教育と医療の連携の重要性と困難性について述べられました。教育現場では、「配慮を

必要とする子ども」に重心を置きながらも、全体をまんべんなく視野にいれなければ成り立たな

い。また生徒との関わりに苦慮するだけではなく、保護者との対応にも心を込め、個々の学習向

上に関わり続ける。医療現場では、これらの疾患の鑑別あるいはその重なりを持って生きている

子供たちを診立てるのは難しい。にもかかわらず、医療者が安易に過剰な判断をしているのも事

実であり、「疾患＝障害者」のレッテルを貼られ、差別が生じる原因となっている。教育と医療を

どのように連携していくか、教育が願う子どもの成長と、医療が目指す変化は、その接近法に多

少の誤差はあったとしても、ゴールは同じである。相互に諦めずに関わり続けることで、折り合

いがつけられ、子どもの生きる力を引き出していけるのではないかと述べられていました。 

１６時からは札幌パークホテルにて「第 66 回全国学校薬剤師大会」が「生涯を通じて心豊かに

たくましく生きる力を育む健康教育の推進―信頼そして安全安心を担う学校薬剤師を目指して―」

を主題として開催されました。 

開会式・表彰式の後、「音楽のちから」と題して札幌交響楽団コンサートマスターの大平まゆみ

さんによる、バイオリン演奏を交えた特別講演がありました。 

音楽には２つの力があるそうです。１つ目は音楽を聴くと人は元気になる。２つ目には音楽を

聴くと思い出を感じる。自分がつらい時や悲しい時には、音楽を聞いたり歌うことで、乗り越え

ようとする力や楽しかった思い出などが湧き上がってくる。だから音楽は大切なものであり、生

きていく上において必要なものである。私はその手助けを続けていきたい、と述べられていまし

た。 

  



2 日目は課題別研究協議会があり、10 課題に分かれて開催されました。私は第 7 課題の「喫煙、

飲酒、薬物乱用防止教育」に参加しました。 

研究発表として、以下の 3 名の先生方の発表がありました。 

① 奈良県立高取国際高等学校 教諭 岡本伸王 

「喫煙防止教育に関する指導計画の作成、実施、評価及び改善について」 

 喫煙した生徒への反省指導から、医療機関での医学的アプローチ（禁煙外来への受診）や喫煙

しない生徒に対して、将来喫煙しないための健康面からのアプローチを行っている。嫌煙意識の

醸成とそれによる人間関係の構築を図り、安心して快適に生活できる学校環境を整えていく取組

について発表されました。 

② 宮城県大河原町立金ヶ瀬中学校 養護教諭 鎌田百合子 

「自己肯定感を高め、適切な意思決定や行動選択ができる生徒の育成をめざして」 

 正しい知識を理解させることだけでなく、自分を大切にする気持ちや様々な人間関係の中で、

正しい判断・行動選択を行っていく資質や能力、実践力を育てる取組について発表されました。 

③ 北海道上ノ国町立上ノ国小学校 養護教諭 三浦千晶 

  「専門機関や異校種と連携した教育活動の工夫・改善」 

学校、保護者、地域との連携や発信、喫煙・飲酒防止教育での高校生ボランティアの活用によ

るロールプレイング等を通して、自ら適切な意思決定や行動選択をさせ、コミュニケーションス

キルの向上とセルフエスティーム（健全な自尊心）を高めさせるための取組について発表されま

した。 

３名の発表を聞いていて、学校薬剤師の存在はどうなのかという疑問を感じました。 

学校薬剤師から防止教育を提案してもなかなか受け入れてもらえず、どうしたら良いかという

質問が各先生方や指導助言者に多くありました。県、市の教育委員会や学校長へのアプローチを

今後も進めていかなければならない必要性を感じました。 

最後に、「ライフスキル形成を基礎とする喫煙、飲酒、薬物乱用防止教育」の演題で神戸大学大

学院人間発達環境学研究科 川畑徹朗教授による講演がありました。 

一般的心理社会能力であるライフスキルが育っていない青少年は、社会的要因の影響を受けて、

喫煙、飲酒、薬物乱用を含む様々な危険行動をとりやすいことが明らかになっているので、ライ

フスキルの向上が教育に不可欠となる。そのためにはセルフエスティーム（健全な自尊心）の形

成に主眼を置く必要がある。高いセルフエスティームは、「心の防御システム」として働き、困難

な状況にあっても、危険行動や問題行動に逃避するのではなく、現実を直視し、自分の持ってい

る資源や能力を活かしながら乗り越えようとする勇気をもたらす。学校で行われる喫煙、飲酒、

薬物乱用防止教育は、「生きる力」の形成に寄与するものでなければならないと、最後に述べられ

ておりました。 

本大会は全国の学校薬剤師の先生方と交流でき、とても充実した大会でした。 


